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６
月
２６
日
、
上
川
口
の
幡
多
青
少
年

の
家
で
、
黒
潮
町
消
防
団
の
夏
季
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
こ

と
を
ふ
ま
え
、
高
知
大
学
の
大
年
邦
雄

教
授
を
講
師
と
し
て
招
き
、
震
災
講
演

会
を
中
心
に
、
礼
式
訓
練
や
普
通
救
命

講
習
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
普
段
の
放
水
訓
練
な
ど
と
は
ま
た
違

っ
た
雰
囲
気
の
中
、
消
防
団
員
の
皆
さ

ん
は
熱
心
に
講
演
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
。
南
海
地
震
も
こ
れ
と
同
じ
仕

組
み
で
起
こ
る
た
め
、
同
様
の
被
害
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
消
防
団
の
皆
さ
ん
は
、
火
災
に
限
ら

ず
、
地
震
や
洪
水
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な

災
害
に
対
し
て
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ

ー
と
い
え
る
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。

　
現
地
で
起
こ
っ
た
被
害
の
様
子
を
写

真
で
見
た
り
、
現
地
で
の
話
を
聴
い
て
、

今
後
に
黒
潮
町
が
被
災
し
た
時
、
減
災

で
き
る
行
動
を
学
ぶ
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

9
月
4
日
は

　
「
地
域
の
み
ん
な
で 

自
主
防
災
訓
練
」

　
今
年
も
南
海
地
震
を
想
定
し
た
防
災

訓
練
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
四
国
４
県

で
統
一
想
定
し
て
行
い
ま
す
。
黒
潮
町

は
各
地
域
の
避
難
訓
練
や
安
否
確
認
訓

練
を
中
心
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
、
役

場
、
消
防
団
、
消
防
署
が
合
同
で
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
備
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
理
解
し
、

防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
自
主
防
災
組
織
単
位
で

地
区
の
実
情
に
合
っ
た
訓
練
を
行
い
、各

地
区
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

黒
潮
町
消
防
団
夏
季
訓
練

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
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え
て
安
心
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〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
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あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

こ
の
ペ
ー
ジ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
総
務
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
1
2（
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
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―
3
1
1
3（
直
通
）

　
伊
田
地
区
の
黒
潮
消
防
署
建
設
予
定

地
に
あ
る
ヤ
シ
の
木
・
ソ
テ
ツ
の
木
を

無
償
で
お
譲
り
し
ま
す
。

　
移
送
な
ど
の
費
用
は
、
希
望
す
る
個

人
、
ま
た
は
団
体
で
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
募
集
期
間
は
９
月
末
ま
で
で
す
。

　
本
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
本
庁
総
務
課
消
防
防
災
係
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

ヤ
シ
・
ソ
テ
ツ
 

無
償
で
譲
り
ま
す
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土佐湾 井ノ岬

井ノ岬温泉

有井川

有井川駅

伊田小

伊田 灘

建設予定地


